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  ●  新年のご挨拶　 ●  所得税等申告書作成会場の案内　

 ●  令和4年度税制改正に関する提言　●  納税表彰　●  理事会・委員会・部会の動き    

　●  全国女性フォーラム新潟大会参加報告　●  全国青年の集い佐賀大会参加報告

  ●  新型コロナウイルス感染症等に関連して支給される主な助成金等の課税関係

 ●  新型コロナウイルス感染症への対策　●  健康コーナー「加齢黄斑変性」とは     

 ●  新会員紹介　●   今後の事業予定　

主 な 内 容

館山湾から望むダイヤモンド富士    

公益社団法人

館山法人会報

（公社）館山法人会員証
←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して提出して
下さい。

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である
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令和４年度   税制改正に関する提言令和４年度   税制改正に関する提言  （要約）（要約）

《基本的な課題》
Ⅰ．税・財政改革のあり方
・�膨大なコロナ対策費は先進諸国においても財政を悪化させた。しかし、その借金返済について議論がなされていない日本
と違って、米国、英国、ドイツ等では償還財源を含めた大枠の返済計画を示し始めている。我が国においても、少なくと
も国債で賄ったコロナ対策費の負担について、将来世代に先送りせず現世代で解決するよう議論が必要である。
・�我が国は先進国で最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという極めて深刻な構造問題を抱えている。
コロナ禍の克服は難題ではあるが、早期に解決の道筋をつけ、我が国本来の「中福祉・中負担」を目指した税財政改革に
よって持続可能な社会保障制度の構築と財政健全化の両立に取り組まなければならない。
１．財政健全化に向けて
　�・�2025年度は団塊の世代がすべて75歳の後期高齢者となる節目の年であり、社会保障給付の急増が見込まれる「2025年

問題」と称されている。政府が歳出・歳入の一体改革に本気で取り組めば、2025年度のＰＢ黒字化は決して達成でき
ない目標ではないことを強調しておきたい。

　（１）　�感染症拡大が収束段階になった際には、税制だけではなく大胆な規制緩和を行うなど、スピード感をもって日本
経済の本格的な回復に向けた施策を講じる必要がある。なお、相応の需要喚起を行うことも必要ではあるが、そ
れがバラマキ政策とならないよう十分配慮すべきである。

　（２）　�財政健全化は国家的課題であり、コロナ収束後には本格的な歳出・歳入の一体的改革に入れるよう準備を進める
ことが重要である。歳入では安易に税の自然増収を前提とすることなく、また歳出については、聖域を設けずに
分野別の具体的な削減の方策と工程表を明示し、着実に改革を実行するよう求める。

　（３）　�国債の信認が揺らいだ場合、長期金利の急上昇など金融資本市場に多大な影響を与え、成長を阻害することが考
えられる。政府・日銀には市場の動向を踏まえた細心の政策運営を求めたい。

　２．社会保障制度に対する基本的考え方
　�・�社会保障給付費は公費と保険料で構成されており、財政のあり方と密接不可分の関係にある。適正な「負担」を確保

するとともに、「給付」を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制しないかぎり、持続可能な社会保障制度の構築
と財政健全化は達成できない。

　�・�社会保障は「自助」「公助」「共助」が基本である。これを踏まえ公平性を確保したうえでその役割と範囲を改めて見
直す必要がある。

　�・�次なる新型感染症が発生した場合に備える意味でも、抜本的な医療制度改革の議論を開始する必要がある。
　（１）　�年金については、「マクロ経済スライドの厳格対応」、「支給開始年齢の引き上げ」、「高所得高齢者の基礎年金国庫

負担相当分の年金給付削減」等、抜本的な施策を実施する。
　（２）　�医療は産業政策的に成長分野と位置付け、デジタル化対応など大胆な規制改革を行う必要がある。令和４年度は

診療報酬の改定年となるが、給付の急増を抑制するために診療報酬（本体）の配分等を見直すとともに、ジェネリッ

法人会では毎年「税に関する提言」を発表し、周知を行うとともに国・地方

自治体等に提言活動を行っています。

◎ポストコロナの経済再生と財政健全化を目指し、
　税財政改革の実現を！
◎�適正な負担と給付の重点化・効率化で、
　持続可能な社会保障制度の確立を！
◎コロナの影響はまだ残る。
　深刻な打撃を受ける中小企業に、実効性のある対策を！
◎中小企業にとって�事業承継は重要な課題。
　本格的な事業承継税制の創設を！
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クの普及率をさらに高める。
　（３）　�介護保険については、制度の持続性を高めるために真に介護が必要な者とそうでない者とにメリハリをつけ、給

付及び負担のあり方を見直す。
　（４）　�生活保護は給付水準のあり方などを見直すとともに、不正受給の防止などさらなる厳格な運用が不可欠である。
　（５）　��少子化対策では、現金給付より保育所や学童保育等を整備するなどの現物給付に重点を置くべきである。その際、

企業も積極的に子育て支援に関与できるよう、企業主導型保育事業のさらなる活用に向けて検討する。また、子
ども・子育て支援等の取り組みを着実に推進するためには安定財源を確保する必要がある。

　（６）　�中小企業の厳しい経営実態を踏まえ、企業への過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような社会保障
制度の確立が求められる。

３．行政改革の徹底
　�・�地方を含めた政府・議会は「まず隗より始めよ」の精神に基づき自ら身を削り、以下の諸施策について、直ちに明確

な期限と数値目標を定めて改革を断行するよう強く求める。
　（１）　�国・地方における議員定数の大胆な削減､ 歳費の抑制。
　（２）　�厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員の人員削減と能力を重視した賃金体系による人件費の抑制。
　（３）　�特別会計と独立行政法人の無駄の削減。
　（４）　�積極的な民間活力導入を行い成長につなげる。
４．マイナンバー制度について
　�・�マイナンバー制度は、すでに運用を開始しているが、マイナンバーカードの普及率が低いなど、国民や事業者が正し

く制度を理解しているとは言い難い。政府は制度の意義等の周知に努め、その定着に向け本腰を入れて取り組んでい
く必要がある。

5．今後の税制改革のあり方

Ⅱ．経済活性化と中小企業対策
　�・�政府は「骨太の方針2021」で、先進各国の後塵を拝しているデジタル化や世界的な潮流に遅れを取っている脱炭素化

を柱に掲げ、成長と構造転換を図る考えを打ち出した。その方向性は理解できるが、もっと具体的な工程を早急に示
すべきである。

１．新型コロナウイルスへの対応
　�・�中小企業は我が国企業の大半を占め、地域経済の活性化と雇用の確保などに大きく貢献している。いわば経済社会の

土台ともいえる存在であり、これが立ち行かなくなれば、経済全体にとっても取り返しのつかない事態に陥る。政府
と自治体は複雑で多岐にわたるコロナ対策の周知・広報を徹底するとともに、申請手続きの簡便化やスピーディーな
給付を行い、中小企業が存続を図れるよう全力で取り組む必要がある。

２．中小企業の活性化に資する税制措置
　（１）　�法人税率の軽減措置
　　　　��中小法人に適用される軽減税率の特例15％を本則化すべきである。また、昭和56年以来、800万円

以下に据え置かれている軽減税率の適用所得金額を、少なくとも1,600万円程度に引き上げる。　
　（２）　中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置
�　　　　�租税特別措置については、公平性・簡素化の観点から、政策目的を達したものは廃止を含めて整理合理化を行う

必要はあるが、中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置は、以下のとおり制度を拡充したうえで本則化
すべきである。　　

　　①�中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設備」を含める。
　　②�少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置については、損金算入額の上限（合計300万円）を撤廃し全額を

損金算入とする。なお、それが直ちに困難な場合は、令和４年３月末日までとなっている特例措置の適用期限を延
長する。

　（３）　中小企業の設備投資支援措置
　　　　�中小企業経営強化税制（中小企業等経営強化法）や、中小企業が取得する償却資産に係る固定資産税の特例（生

産性向上特別措置法）等を適用するに当たっては、手続きを簡素化するとともに、事業年度末（賦課期日）が迫っ
た申請や認定について弾力的に対処する。

　３．事業承継税制の拡充
　�・�我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や雇用の確保などに大きく貢献している。中小企業が相続

税の負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が揺らぐことになる。平成30年度の税制改正では比
較的大きな見直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が必要と考える。

　（１）　���事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
　　　　�我が国の納税猶予制度は、欧州主要国と比較すると限定的な措置にとどまっており、欧州並みの本格的な事業承

継税制が必要である。とくに、事業に資する相続については、事業従事を条件として他の一般資産と切り離し、
非上場株式を含めて事業用資産への課税を軽減あるいは免除する制度の創設が求められる。
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　（２）　�相続税、贈与税の納税猶予制度の充実
　　　　�平成30年度税制改正では、中小企業の代替わりを促進するため、10年間の特例措置として同制度の拡充が行われ

たことは評価できるが、事業承継がより円滑に実施できるよう以下の措置を求める。
　　　���①猶予制度ではなく免除制度に改める。
　　　　②�新型コロナの影響などを考慮すると、より一層、平成29年以前の制度適用者に対しても適用要件を緩和するな

ど配慮すべきである。
　　　　③�国は円滑な事業承継が図られるよう、経営者に向けた制度周知に努める必要がある。なお、新型コロナの影響

により事業承継の時期を延期せざるを得ないケースもあることから、特例承継計画の提出期限（令和５年３月
末日）および特例措置の適用期限（令和９年12月末日）を延長すべきである。

　（３）　��取引相場のない株式の評価の見直し
　　　　�取引相場のない株式の評価については、企業規模や業種によって多様であるが、企業価値を高めるほど株価が上

昇し、税負担が増大する可能性があるなど、円滑な事業承継を阻害していることが指摘されている。取引相場の
ない株式は換金性に乏しいこと等を考慮し、評価のあり方を見直す必要がある。

４．消費税への対応
　�・�消費税は社会保障の安定財源確保と財政健全化に欠かせないが、軽減税率制度は事業者の事務負担が大きいうえ、税

制の簡素化、税務執行コストおよび税収確保などの観点から問題が多い。このため、かねてから税率10％程度までは
単一税率が望ましく、低所得者対策は「簡素な給付措置」の見直しで対応するのが適当であることを指摘してきた。
国民や事業者への影響、低所得者対策の効果等を検証し、問題があれば同制度の是非を含めて見直しが必要である。

　（１）　�消費税の滞納防止は税率の引き上げに伴ってより重要な課題となっている。消費税の制度、執行面においてさら
なる対策を講じる必要がある。

　（２）　�システム改修や従業員教育など、事務負担が増大する中小企業に対して特段の配慮が求められる。
　（３）　�令和５年10月からの「適格請求書等保存方式」導入に向け、本年10月より「適格請求書発行事業者」の登録申請

がはじまる。新型コロナは小規模事業者等の事業継続に大きな困難をもたらしており、さらなる事務負担を求め
れば休廃業を加速することになりかねない。現行の「区分記載請求書等保存方式」を当面維持するなど、弾力的
な対応が求められる。

Ⅲ．地方のあり方
　�・�今般のコロナ禍は国と地方の役割分担の曖昧さや行政組織間の意思疎通不足、病院間の特性に応じた役割分担がなさ

れていなかったことが浮き彫りとなった。これを機に、緊急時の医療体制を整備する必要があるが、そのためには国
と地方、さらに自治体間の情報共有が不可欠であり、改めて広域行政の必要性を強調しておきたい。

　・�地方自身がそれぞれの特色や強みをいかした活性化戦略を構築し、地域の民間の知恵と工夫により、新たな地場技術
やビジネス手法を開発していくことが不可欠である。その際に最も重要なのは、地方が自立・自助の精神を理念とし、
自らの責任で必要な安定財源の確保や行政改革を企画・立案し実行していくことである。

　（１）　�地方創生では、さらなる税制上の施策による本社機能移転の促進、地元の特性に根差した技術の活用、地元大学
との連携などによる技術集積づくりや人材育成等、実効性のある改革を大胆に行う必要がある。また、中小企業
の事業承継の問題は地方創生戦略との関係からも重要と認識すべきである。

　（２）　�広域行政による効率化や危機対応について早急かつ具体的な検討を行うべきである。基礎自治体（人口30万人程度）
の拡充を図るため、さらなる市町村合併を推進し、合併メリットを追求する必要がある。

　（３）　��国に比べて身近で小規模な事業が多い地方の行財政改革には､「事業仕分け」のような民間のチェック機能を活か
した手法が有効であり、各自治体で広く導入すべきである。

　（４）　�地方公務員給与は近年、国家公務員給与と比べたラスパイレス指数（全国平均ベース）が改善せずに高止まりし
ており、適正な水準に是正する必要がある。そのためには国家公務員に準拠するだけでなく、地域の民間企業の
実態に準拠した給与体系に見直すことが重要である。

　（５）　�地方議会は、議会のあり方を見直し、大胆にスリム化するとともに、より納税者の視点に立って行政に対するチェッ
ク機能を果たすべきである。また、高すぎる議員報酬の一層の削減と政務活動費の適正化を求める。行政委員会
委員の報酬についても日当制を広く導入するなど見直すべきである。

Ⅳ．震災復興
　�・�政府は東日本大震災からの復興について、令和３年度から７年度までの５年間を「第２期復興・創生期間」と位置付け、

令和３年度以降の復興の円滑かつ着実な遂行を期することとしている。そのためにはこれまでの効果を十分に検証し、
予算の執行を効率化するとともに、原発事故への対応を含めて引き続き適切な支援を行う必要がある。とりわけ被災
地における企業の定着、雇用確保を図ることが重要であり、実効性のある措置を講じるよう求める。

　�・�また近年、熊本地震をはじめ地震や台風などによる大規模な自然災害が相次いで発生しているが、東日本大震災の対
応などを踏まえ、被災者の立場に立った適切な支援と実効性のある措置を講じ、被災地の確実な復旧・復興等に向け
て取り組まねばならない。その際、被災者支援の観点から、災害による損失を雑損控除と切り離した、新たな控除制
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度の創設について検討すべきである。

Ⅴ．その他
１．納税環境の整備
２．環境問題に対する税制上の対応
　　�欧米などの制度や議論の動向を見極めつつ、既存のエネルギー関係税制との調整を図り、幅広い観点から十分な検討
が行われる必要がある。

３．租税教育の充実

《税目別の具体的課題》
１．法人税関係
１．役員給与の損金算入の拡充
　（１）役員給与は原則損金算入とすべき
　（２）同族会社も業績連動給与の損金算入を認めるべき
２．交際費課税の適用期限延長
３．欠損金繰戻還付の特例の適用期限延長
２．所得税関係
１．所得税のあり方
　（１）基幹税としての財源調達機能の回復
　（２）各種控除制度の見直し
　　　��各種控除は、社会構造変化に対応して合理的なものに見直す必要がある。
　（３）個人住民税の均等割
　　　��地方税である個人住民税の均等割についても、応益負担原則の観点から適正水準とすべきである。
２．少子化対策
３．相続税・贈与税関係
１．�現在、政府等において、「資産移転の時期の選択に中立的な税制」の構築に向け、相続税と贈与税をより一体的に捉
えて課税することが検討されている。制度を見直すに当たっては、格差拡大を防止することに留意する必要はあるが、
税負担が今以上に重くならない仕組みとすべきである。

２．�制度が見直されるまでの間、贈与税は経済の活性化に資するよう見直すべきである。
　（１）贈与税の基礎控除を引き上げる。
　（２）相続時精算課税制度の特別控除額（2,500万円）を引き上げる。　
４．地方税関係
１．固定資産税の抜本的見直し
　　�令和３年度税制改正においては、固定資産税の税額が増加する土地について前年度の課税標準額に据え置く措置が講
じられた。令和４年度においてもコロナ禍の影響はまだ残るとみられており、令和３年度改正と同様の措置が必要で
ある。さらに、都市計画税と合せて評価方法および課税方式を抜本的に見直すべきである。

　（１）商業地等の宅地を評価するに当たっては、より収益性を考慮した評価に見直す。
　（２）家屋の評価は、経過年数に応じた評価方法に見直す。
　（３）�償却資産については、納税者の事務負担軽減の観点から、申告対象外となる「少額資産」の範囲を国税の中小企業

の少額減価償却資産（30万円）にまで拡大するとともに、賦課期日を各法人の事業年度末とすること。また、諸外
国の適用状況等を踏まえ、廃止を含め抜本的に見直すべきである。

　（４）固定資産税の免税点については、平成３年以降改定がなく据え置かれているため、大幅に引き上げる。
　（５）�国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目的に応じて土地の評価を行っているが、行政の効率化の観点から評価

体制は一元化すべきである。
２．事業所税の廃止
　　事業所税は固定資産税と二重課税的な性格を有することから廃止すべきである。
３．超過課税
　　�住民税の超過課税は、個人ではなく主に法人を課税対象としているうえ、長期間にわたって課税を実施している自治
体も多い。課税の公平を欠く安易な課税は行うべきでない。

４．法定外目的税
　　�法定外目的税は、税の公平性・中立性に反することのないよう配慮するとともに、税収確保のために法人企業に対し
て安易な課税は行うべきではない。

５．その他
１．配当に対する二重課税の見直し
２．電子申告
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税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
）
の
主
要
行
事
で

あ
る
「
令
和
3
年
度
納
税
表
彰
式
」
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
12
日
に
館
山

税
務
署
で
表
彰
状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
館
山

税
務
署
を
は
じ
め
と
す
る
9
団
体
共
催
に
よ
り
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
納

税
表
彰
式
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
受
賞
者
、
館
山
税
務
署

及
び
受
賞
関
係
団
体
の
長
の
み
に
よ
り
、
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
で
は
、
中
澤
弘
治
館
山
税
務
署
長
か
ら
長

年
に
わ
た
る
納
税
功
労
が
評
価
さ
れ
、
個
人
11
名
と
１
団
体
に
表
彰
状
及

び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
納
税
功
労
に
よ
る
国
税
庁
長
官
表
彰
１
名
の
披
露
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
次
い
で
、
租
税
教
育
関
連
の
表
彰
と
し
て
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書

写
作
品
」
や
本
会
が
支
援
し
て
い
る
館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
主
催
の
「
中
学
生
に
よ
る
税
の
作
文
」
に
つ
い
て
、
優
秀
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
中
学
生
及
び
高
校
生
に
よ
る
税
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
文
の
優
秀
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税税
を
考
え
る
週
間
行
事

を
考
え
る
週
間
行
事

令
和
三
年
度
納
税
表
彰
式

令
和
三
年
度
納
税
表
彰
式

納
税
功
労
で
個
人

納
税
功
労
で
個
人
1111
名
、
１
団
体
が
受
賞

名
、
１
団
体
が
受
賞

租租
税
教
育
で

税
教
育
で

小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
書
写
作
品
」
表
彰

小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
書
写
作
品
」
表
彰

管
内
管
内
2424
校
１
、

校
１
、８８
２
３
人
が
応
募

２
３
人
が
応
募

表
彰
作
品
は
館
山
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

表
彰
作
品
は
館
山
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イ
オ
ン
館
山
・
鴨
川
店
に
展
示

イ
オ
ン
館
山
・
鴨
川
店
に
展
示

中
学
生
の
〝

中
学
生
の
〝  

税
に
つ
い
て
の
作
文

税
に
つ
い
て
の
作
文  

〟〟    表
彰
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
が
中
学
校
に
入
学
し
、
約
五
ヶ

月
が
た
っ
た
頃
の
二
〇
十
九
年
九
月

九
日
に
、
南
房
総
市
に
台
風
十
五
号

が
上
陸
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風
は
関

東
地
方
に
上
陸
し
た
も
の
と
し
て
、

観
測
史
上
最
強
の
勢
力
で
上
陸
し
ま

し
た
。
こ
の
台
風
に
よ
り
家
の
瓦
が

飛
び
、
外
に
あ
っ
た
小
屋
も
飛
ん
で

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
の
周
り

に
は
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
き
た
の
か
も

わ
か
ら
な
い
物
が
、
た
く
さ
ん
散
乱

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
通
っ
て
い
る

中
学
校
で
も
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、

床
に
は
水
が
染
み
込
み
、
雨
漏
り
し

て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
。
体
育
館

も
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
側
壁
も
大
き

く
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。数
ヶ

月
、
体
育
館
で
の
活
動
は
全
く
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
十
日
近
く
続
い
た
停
電
。
飛
来
物

の
掃
除
を
し
、
汗
を
か
き
ク
タ
ク
タ

に
な
っ
た
夜
に
、
お
湯
の
沸
い
た
温

か
い
お
風
呂
に
入
る
事
が
出
来
な

い
。
温
か
い
ご
飯
を
食
べ
る
事
も
出

来
な
い
。
涼
し
い
部
屋
で
休
む
事
も

出
来
な
い
。
そ
れ
で
も
楽
し
く
過
ご

そ
う
と
家
族
皆
で
出
来
る
事
を
工
夫

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
学
校
に
は
電
気
が
通
っ

て
い
た
の
で
学
校
へ
登
校
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
学
校
や
同
級
生
の
被

害
を
聞
き
、

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
ま
た
も
と
に
戻
る

の
だ
ろ
う
。」

と
、
と
て
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
後
、
家
、
校
舎
、

体
育
館
、
全
て
が
以
前
と
同
じ
よ
う

に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も

と
に
戻
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
私
に
は
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
修
繕
費

で
す
。
被
災
し
不
安
な
気
持
ち
も
あ

る
の
に
多
額
な
修
繕
費
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
思
い
、
調

べ
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
台
風
は
激
甚
災
害
に
指
定
さ

れ
た
た
め
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
の

世
帯
に
対
し
被
災
者
か
ら
申
請
が
あ

る
場
合「
被
災
住
宅
修
繕
緊
急
支
援

事
業
補
助
金
」
と
い
う
補
助
金
を
受

け
と
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
こ
の
補
助
金
は
、
被
災
し
た
住
宅

を
修
繕
す
る
居
住
者
に
対
し
、
市
町

村
が
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
行

う
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
県
が

支
援
す
る
制
度
で
す
。
災
害
救
助
法

に
基
づ
き
、
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
部
分
の
応
急
的
な
修
理

を
実
施
し
、
被
災
者
が
引
き
続
き
元

の
住
宅
に
住
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
台
風
の
被
害
に
あ
っ
た
時
、
私
は

ま
た
も
う
一
度
以
前
と
同
じ
よ
う
に

生
活
出
来
る
の
か
、
不
安
に
思
う
事

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
補
助
金

と
い
う
税
金
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

ま
た
も
と
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
日
本
は
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な

災
害
が
起
き
、
被
災
し
て
い
る
人
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
被
災
し
た
時
は
、

自
分
の
力
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

の
協
力
が
必
要
で
す
。
被
災
し
た
時

に
使
わ
れ
る
税
金
も
人
を
助
け
る
・

助
か
る
一
つ
の
方
法
で
す
。
国
民
一

人
一
人
が
納
税
の
義
務
を
果
た
し
た

結
果
、
ど
こ
か
で
誰
か
の
役
に
立
て

れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
納
税

と
い
う
一
つ
の
行
動
で
人
の
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

南
房
総
市
立
富
浦
中
学
校
　
第
三
学
年
　
佐
藤
　
愛
海

『
人
助
け
と
な
る
行
動
』

東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
優
秀
賞

おめでとうございますおめでとうございます
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税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
）
の
主
要
行
事
で

あ
る
「
令
和
3
年
度
納
税
表
彰
式
」
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
12
日
に
館
山

税
務
署
で
表
彰
状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
館
山

税
務
署
を
は
じ
め
と
す
る
9
団
体
共
催
に
よ
り
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
納

税
表
彰
式
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
受
賞
者
、
館
山
税
務
署

及
び
受
賞
関
係
団
体
の
長
の
み
に
よ
り
、
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
で
は
、
中
澤
弘
治
館
山
税
務
署
長
か
ら
長

年
に
わ
た
る
納
税
功
労
が
評
価
さ
れ
、
個
人
11
名
と
１
団
体
に
表
彰
状
及

び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
納
税
功
労
に
よ
る
国
税
庁
長
官
表
彰
１
名
の
披
露
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
次
い
で
、
租
税
教
育
関
連
の
表
彰
と
し
て
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書

写
作
品
」
や
本
会
が
支
援
し
て
い
る
館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
主
催
の
「
中
学
生
に
よ
る
税
の
作
文
」
に
つ
い
て
、
優
秀
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
中
学
生
及
び
高
校
生
に
よ
る
税
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
文
の
優
秀
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三芳小 1 年

神作　咲良
鋸南小２年

富永依千穂
三芳小 3 年

神作　太郎
船形小 4 年

石井　音愛
北条小５年

川名　尊士
白浜小 6 年

梶山まるみ

館山税務署長表彰

（税務功労）
小　川　玉　江
(公益社団法人館山法人会　常任理事)

佐　藤　　　均
(館山間税会　理事)
角　田　眞一郎
(公益社団法人館山法人会　常任理事)
山　﨑　　　勝
(一般社団法人館山青色申告会　理事)

館山税務署長感謝状

（税務功労）
尾　高　令　哲　
（一般社団法人館山青色申告会　理事）

落　合　　　薫　
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
加　藤　晃　生
（一般社団法人館山青色申告会　理事）
篠　 　忠　昭
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
鈴　木　弘　明
（公益社団法人館山法人会　監事）
緑　川　健　二
（館山間税会　理事）

（租税教育推進校）
南房総市立富山小学校

東京国税局長表彰

小　泉　　　正　
（一般社団法人館山青色申告会　副会長）

小学生の「税に関する書写作品」表彰

主催：館山税務署
後援：公益社団法人館山法人会
　　　一般社団法人館山青色申告会

【最優秀賞】
神作　咲良　南房総市立三芳小学校（1年）
富永依千穂　鋸南町立鋸南小学校�������（2年）
神作　太郎　南房総市立三芳小学校（3年）
石井　音愛　館山市立船形小学校（4年）
川名　尊士　館山市立北条小学校�������（5年）
梶山まるみ　南房総市立白浜小学校（6年）

中学生の「税についての作文」表彰
主催　全国納税貯蓄組合連合会
　　　国税庁

【東京国税局管内納税貯蓄組合
                                            連合会　優秀賞】
佐藤　愛海　南房総市立富浦中学校（3年）

【館山税務署管内
　　納税貯蓄組合連合会　会長賞】
伊勢田　希　館山市立第一中学校    （3年）

岡崎　杏里　南房総市立三芳中学校（3年）

【館山税務署長賞】
別所　美來　館山市立第一中学校�����（3年）

【千葉県館山県税事務所長賞】
花輪洸太朗　南房総市立富浦中学校（3年）

【市町長賞】
　館山市長賞
岡田　彩希　館山市立房南中学校（3年）
小澤　咲希　館山市立房南中学校（3年）
白幡　　陽　館山市立第一中学校（3年）
　鴨川市長賞
平野　剛琉　鴨川市立安房東中学校（3年）
　南房総市長賞
阿津坂陽彩　南房総市立三芳中学校（3年）
安西　莉子　南房総市立三芳中学校（3年）
上村　瑠海　南房総市立富山中学校（3年）

【一般社団法人 館山青色申告会　会長賞】
大西　ひな　南房総市立三芳中学校（3年）

【公益社団法人  館山法人会　会長賞】
川島　佳歩　館山市立第一中学校�������（3年）

【東京国税局管内納税貯蓄組合
                                            連合会　優秀賞】
佐藤　愛海　南房総市立富浦中学校��（3年）
「人助けとなる行動」

* * * * * * * * * * * * * * * * 受 賞 者 名 簿 * * * * * * * * * * * * * * * *

【 最 優 秀 賞 】
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・
令
和
３
年
度
事
業
の
執
行
状
況

　

に
つ
い
て

・ 

令
和
３
年
度
会
員
増
強
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

・
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
の
開
催
に
つ

　
い
て

　
　
　
　
　

出
席
者　
　

33
名

6 支部合同ゼミ

◎
第
３
回
理
事
会

　
９
月
７
日
（
火
）

　
夕
日
海
岸
ホ
テ
ル

　
会
員
増
強
を
図
る
た
め
管
内
各
金

融
機
関
を
訪
問
し
、
協
力
を
依
頼

　
９
月
16
日
（
木
）

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京

葉
銀
行
、
館
山
信
用
金
庫

　
　
　
　
　
出
席
者　
　
３
名

◎
第
１
回
組
織
委
員
会

　
10
月
６
日
（
水
）

　
「
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
の
地
元
国
会
議
員
及
び

地
方
自
治
体
に
対
す
る
要
望
活
動

　

10
月
12
日
（
火
）

要
望
先

　

国
会
議
員　

浜
田
靖
一
氏

　

館
山
市
長　

金
丸
謙
一
氏

　
館
山
市
議
会
議
長　
石
井
敬
之
氏

　
（
要
望
先
は
全
法
連
の
指
示
に
よ
る
）

参
加
者　
　
２
名

会
報
編
集
会
議

◎
第
２
回
広
報
委
員
会

　
11
月
18
日
（
木
）

　
法
青
会
館
に
て

・
会
報
第
１
２
３
号
編
集
会
議

出
席
者　
　
９
名

理 

事 

会 
等

組
織
委
員
会

税
制
委
員
会

第 3回理事会　9月 7日

広報委員会　11月 18日

広
報
委
員
会

　

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
に
よ

る
影
響
、
令
和
２
年
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
さ

れ
て
い
た
秋
の
恒
例
行
事
「
支
部

ゼ
ミ
懇
談
会
」
は
９
月
30
日
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
対
策
措
置

法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
の
解

除
を
受
け
、
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
が

鴨
川
６
支
部
合
同
で
３
年
ぶ
り
に

49
名
の
参
加
の
中
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
鴨
川
６
支
部
を
代
表
し
、

篠

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
中
澤
署
長
が
自
己
紹
介
を
し

な
が
ら
税
務
当
局
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
な
が
ら
挨
拶
。
そ
の
後
、

税
務
研
修
会
に
入
り
初
め
に
署
長

卓
話
「
租
税
条
約
の
基
礎
知
識
」。

財
務
省
主
税
局
時
代
に
担
当
し
た

国
際
課
税
の
基
礎
知
識
と
し
て
所

得
税
・
法
人
税
の
課
税
範
囲
、
国

際
課
税
の
論
点
を
、
租
税
条
約
の

基
礎
知
識
と
し
て
租
税
条
約
の
種

類
、
租
税
条
約
の
目
的
、
我
が
国

の
租
税
条
約
な
ど
を
説
明
。
続
い

て
藤
井
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括

官
か
ら
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
る「
イ
ン
ボ
イ
ス（
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
制
度
」

の
説
明
。
続
い
て
三
棹
法
人
課
税

第
一
部
門
調
査
官
か
ら
消
費
税
の

基
本
的
な
仕
組
み
と
適
格
請
求
書

の
記
載
事
項
の
留
意
点
、
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
の
義
務
、
仕
入

税
額
控
除
の
要
件
、
令
和
３
年
10

月
１
日
か
ら
受
付
開
始
さ
れ
た
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申

請
手
続
な
ど「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

秋
の
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
の
動
き

署
長
卓
話「
租
税
条
約
の
基
礎
知
識
」

税
務
研
修「
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
」

法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度

の
実
務
面
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会

に
続
い
て
、
法
人
会
と
提
携
し
て

い
る
保
険
会
社
に
よ
る
各
種
保
険

の
保
険
内
容
、
事
務
局
か
ら
は
資

料
の
説
明
や
会
員
増
強
の
お
願
い

等
の
連
絡
を
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め

例
年
実
施
し
て
い
る
税
務
署
幹
部

を
囲
ん
で
の
意
見
交
換
会
は
実
施

を
見
送
り
ま
し
た
が
、
２
年
間
見

送
ら
れ
て
き
た
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会

も
来
年
に
向
け
、
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
支
部
の

役
員
・
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。
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三
棹
法
人
第
１
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
官

　
　
　
　

江
洲
法
人
第
１
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　
出
席
者　
17
名

・
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

・ 

租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

・ 

健
康
経
営
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
事

例
紹
介

・
大
会
式
典

・
記
念
講
演
（
リ
モ
ー
ト
公
開
）

「
体
と
心
・
仕
事
と
家
庭

  

バ
ラ
ン
ス
良
く
過
ご
す
た
め
に
」

　
　
　
講
師　
優
木　
ま
お
み
氏

　
　
　
　
　
　
参
加
者　
　
１
名

◎
部
会
例
会

　
10
月
18
日
（
月
）

　
夕
日
海
岸
昇
鶴

・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

・
会
員
増
強
に
つ
い
て

・
税
務
研
修
会

　
「
租
税
条
約
の
基
礎
知
識
」

　
講
師　
中
澤
弘
治
館
山
税
務
署
長

　
出
席
者　
19
名

◎
全
法
連
「
全
国
青
年
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
大
会

　
11
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）

　
佐
賀
県
佐
賀
市
文
化
会
館

　
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
館

青
年
部
会

青年部会　10月 18日

組織委員会　10月６日
保険会社３社・館山法人会会員増強推進

連絡会議　10月 7日

源
泉
研
究
部
会

源泉研究部会　10月 26日

◎
役
員
会
（
幹
事
以
上
）

　
９
月
28
日
（
火
）

　
夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

・
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

・
税
務
研
修
会

　
「
租
税
条
約
の
基
礎
知
識
」

　
　

      
講
師　
中
澤
弘
治

                         
館
山
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　

 
参
加
者　
34
名

女
性
部
会

◎
第
１
回
税
務
研
修
会

　
10
月
26
日
（
火
）

　
夕
日
海
岸
昇
鶴

・
年
末
調
整
・
法
定
調
書
に
つ
い
て

　
講
師　
藤
井
法
人
第
１
統
括
官

　
　
　
　
鈴
木
管
理
運
営
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
統
括
官 女性部会　9月 28日

女性部会が租税教育活動

7

◎
視
察
研
修

　

 

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
の
懸
念
か
ら
実
施
せ

ず
。

　
夕
日
海
岸
昇
鶴

・
会
員
増
強
に
つ
い
て

出
席
者　
　
10
名

◎
保
険
会
社
３
社
・
館
山
法
人
会

　
会
員
増
強
推
進
連
絡
会
議

　
10
月
７
日
（
木
）

　
夕
日
海
岸
昇
鶴

・
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

出
席
者　
　
21
名
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い
展
示
会
場
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、

会
場
の
ス
ラ
イ
ド
で
も
紹
介
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
感
性
の
豊
か
さ
を
頼

も
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

Ｐ
Ｒ
映
像
「
新
し
い
形　

新
潟

か
ら
」
が
放
映
さ
れ
た
後
、
次
回

開
催
地
で
あ
る
静
岡
県
の
連
絡
協

議
会
会
長
に
大
会
旗
が
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
規
模
で
情
報
を

共
有
す
る
こ
の
よ
う
な
意
義
深
い

大
会
が
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
力

と
な
り
、
さ
ら
な
る
発
展
と
な
り

ま
す
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
次
回

静
岡
大
会
が
無
事
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
こ
と
な
ど
、
深
い
感
銘
を
与

え
て
下
さ
っ
た
講
演
で
し
た
。

　

第
二
部
で
は
女
性
部
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
唱
和
さ
れ
、
法
人
会
総
連

合
、
法
人
会
連
合
会
、
新
潟
県
連

の
主
催
者
は
じ
め
、
国
税
庁
関
係

の
皆
様
、
新
潟
県
知
事
、
新
潟
市

長
等
、
多
数
の
ご
臨
席
と
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
全
国
の
法
人
会
女

性
部
会
員
の
資
質
向
上
と
情
報
の

共
有
化
に
よ
る
部
会
活
動
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
大
会

で
は
新
潟
県
連
各
女
性
部
会
の
社

会
貢
献
活
動
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
則
し

た
活
動
、
地
域
に
根
差
し
た
イ
ベ

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　 
新
潟
大
会
に
参
加
し
て
　

部
は
佐
渡
出
身
の
文
化
庁
前
長
官

　

宮
田
亮
平
氏
に
よ
る
「
と
き
め

き
の
と
き
」
と
題
さ
れ
た
記
念
講

演
で
し
た
。
東
京
藝
術
大
学
の
前

学
長
で
も
あ
り
、
広
い
会
場
を
隈

な
く
歩
き
な
が
ら
の
映
像
を
駆
使

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演
ス
タ
イ
ル

で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
で

し
た
。
宮
田
氏
の
た
く
さ
ん
の
芸

術
作
品
を
は
じ
め
、
今
ま
で
存
じ

上
げ
な
か
っ
た
様
々
な
独
創
的
な

文
化
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
芸
術
や

日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
楽
し

く
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
謙
虚
な
お
人

柄
な
が
ら
、「
私
た
ち
は
凄
い
と
だ

け
覚
え
て
帰
れ
ば
よ
い
」
と
日
本

人
の
誇
り
を
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

氏
の
信
条
「
鼻
歌
ま
じ
り
の
命
懸

け
」「
失
望
と
失
敗
は
違
う
」
と
い

　

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
十
一
月
十
六
日
、
朱
鷺
メ
ッ

セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
昨
年

の
愛
媛
大
会
の
中
止
、
今
大
会
の

延
期
に
よ
り
、
二
年
半
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
の
決
定

も
一
か
月
前
で
あ
っ
た
た
め
関
係

者
の
ご
尽
力
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
適
切
な
感
染

対
策
の
も
と
全
国
か
ら
一
千
二
百

名
を
超
え
る
参
加
者
を
迎
え
、
万

全
を
期
し
て
成
功
裏
に
導
か
れ
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
第
一

女性部会副部会長
㈱やます
鈴木　利恵

ン
ト
、
勉
強
会
や
親
睦
会
な
ど
の

会
員
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
食
品
ロ
ス
」
の
社
会
問
題

も
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
会

一
同
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
様
子

が
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

租
税
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

女
性
部
会
が
独
自
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
二
十
万
点

を
超
え
る
応
募
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
入
賞
作
品
が
広記念講演　宮田亮平氏

酒井女性連協会長挨拶

～
新
時
代　

令
和
に
は
ば
た
く
女
性
の
力
～

大会スケジュール
　◎第１部：記念講演
　　　　　「ときめきのとき」宮田亮平氏
　◎第２部：大会式典
　◎第３部：懇親会
　◎物産展
　◎税に関する絵はがきコンクールパネル展示

第
15
回
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木
ま
お
み
さ
ん
で
す
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
話
な
ど
を
交
え
て
自
身
の
経
験
な
ど
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

異
例
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
当
た
り
前
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

参
加
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の

青
年
部
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ト
」
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
い
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
こ
の
後
部
会
長
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
流
れ
に
な
る
の
で

し
ょ
う
が
、
併
設
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
プ
ラ
ザ
総
合

体
育
館
に
お
い
て
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
焼
酎
の
生

産
、
消
費
が
盛
ん
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
意
外
に
も
日
本
酒
の
生
産
が
盛
ん
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　

佐
賀
県
法
人
会
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
乾
杯
は
日
本
酒
で
」
と
い
う
条
例

が
あ
る
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
産
業
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
面
白
い
条
例
が
あ
る
の
で
す
ね
、
千

葉
県
、
安
房
地
域
に
も
そ
ん
な
条
例
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
後
、
美
味
し
い
佐
賀
の
食
材
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
お
弁
当
と
、
佐
賀
の
地
酒
で

の
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
員
横
並
び
の
正
面
を
向
い
て
の
懇
親
会

で
し
た
が
、
た
ま
た
ま
隣
の
席
が
他
県
の
部

会
長
で
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
全
国
青

年
の
集
い
佐
賀
大
会
で
す
が
、

500
名
限
定

の
現
地
参
加
と
リ
モ
ー
ト
参
加
を
併
用
し

た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
」
と
し
て
「
新

た
な
大
会
の
カ
タ
チ
」
と
し
て
、
11
月
25
・

26
日
に
佐
賀
市
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
大
会
主
催
者
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

初
日
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
例
年

の
「
円
卓
会
議
」
形
式
で
は
な
く
、
全
国

法
人
会
総
連
合
青
年
部
会
連
絡
協
議
会 

会

長 

佐
藤
知
樹
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
、
歴
代
会
長
3
名
を
迎
え
て
の
「
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
形
式
に
よ
る

も
の
で
、
青
年
部
会
の
3
本
の
柱
で
あ
る

「
租
税
教
育
活
動
」「
部
会
員
増
強
」「
財
政

健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク

大会スケジュール
【１１月２５日（木）】
◎青連協第２回連絡協議会
◎部会長サミット（リモート公開）
◎懇親会
【１１月２６日（金）】
◎租税教育活動プレゼンテーション（リモート公開）
◎大会式典（リモート公開）
◎記念講演（リモート公開）
　「身体と心・仕事と家庭バランスよく過ごすために」
　　　　　　　　講師　優木　まおみ氏
◎懇親会
◎物産展

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い  

佐
賀
大
会

  ・      
佐
賀
市
文
化
会
館
・      

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
プ
ラ
ザ
総
合
体
育
館

　

こ
こ
で
、佐
賀
出
身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ「
ど

ぶ
ろ
っ
く
」
の
登
壇
で
す
。
コ
ン
ビ
名
の
由

来
は
ど
ぶ
の
よ
う
な
男
と
ろ
く
で
も
な
い
男

だ
そ
う
で
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
エ
ロ
お
も
し
ろ
い
歌
で
盛

大
に
と
行
き
た
い
所
で
す
が
、
大
人
の
対
応

で
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

大
会
2
日
目
、「
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
で
は
、
各
局
連
を
代
表
す
る
11
単
位

会
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た「
健
康
経
営
大
賞
」フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
事
例
の
紹
介
で
は
、
青
年
部
会

の
新
し
い
活
動
の
柱
で
あ
る
「
財
政
健
全
化

の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
各
地
で
行
わ
れ
た
素
晴
ら
し
い
活
動
に

つ
い
て
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
59
単
位
会
と

131

部
会
員
企
業
か
ら
、
1
次
審
査
、
2
次
審
査

を
通
過
し
た
5
単
位
会
、
5
企
業
が
発
表
を

行
い
大
会
式
典
に
お
い
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
租
税
教
育
」
で
は
、
佐
賀
県
佐
賀
法
人

会
が
最
優
秀
賞
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
青
年
部
会
部
門
最
優
秀
賞 

静

岡
県
磐
田
法
人
会　

企
業
部
門
最
優
秀
賞 

札
幌
北
法
人
会 

ア
イ
ビ
ッ
ク
食
品（
株
）が
、

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
身
体
と
心
・
仕
事
と
家

庭
バ
ラ
ン
ス
よ
く
過
ご
す
た
め
に
」
講
師
は

佐
賀
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
大
使
を
務
め
る
優

青
年
部
会
部
会
長

鋸
南
不
動
産
㈱
　

　
　
　
柴
田
　
　
一

鋸
南
不
動
産
㈱

第
35
回
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これからは日常生活と感染防止対策を両立していかなければなりません。ワクチン接種後も基本的な
感染対策を徹底しましょう。

＜出典＞千葉県ホームページより

新型コロナウイルス感染症への対策
<ワクチン接種後も感染予防対策を徹底！！>
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黄
斑
と
は
網
膜
の
中
心
部
に
あ
り
、視
力

低
下
か
ら
失
明
に
も
至
る
病
気

　

以
前
は
ほ
と
ん
ど
な
じ
み
の
な
か
っ
た

黄
斑
と
い
う
言
葉
を
、
近
年
は
こ
の
病
気

の
増
加
に
伴
い
見
聞
き
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
黄
斑
は
カ
メ
ラ
で
言

え
ば
フ
ィ
ル
ム
に
当
た
る
網
膜
の
中
央
の
、

し
か
も
半
径
3
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
ご
く
狭
い

領
域
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
に
視
神
経
が
密
集
し

て
お
り
、
眼
と
い
う
器
官
の
中
で
最
も
重

要
な
部
位
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち

が
何
か
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
自
然
に
ピ

ン
ト
が
黄
斑
に
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
視
力
が
1.2
と
か
1.5
と
い
う
の
は
、
黄

斑
の
働
き
の
具
合
を
意
味
し
ま
す
。
黄
斑

以
外
の
視
力
は
何
と
0.1
ぐ
ら
い
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
そ
の
黄
斑
も
遺
伝
や
生
活
習

慣
の
乱
れ
な
ど
に
よ
っ
て
障
害
を
受
け
、

十
分
な
働
き
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
老
化
に
よ
っ
て
見
え
方
が
悪
く
な

る
の
が
タ
イ
ト
ル
の
加
齢
黄
斑
変
性
で
す
。

初
期
症
状
と
し
て
は
視
力
低
下
の
前
に
物

が
歪
ん
で
見
え
た
り
、
視
野
の
中
央
が
暗

く
な
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い

こ
と
を
頭
に
入
れ
て
下
さ
い
。

　

こ
の
厄
介
な
眼
病
が
現
在
、
国
際
的
に

も
憂
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
発
病
者
数
が

微
増
と
い
う
段
階
を
超
え
て
増
え
続
け
て

い
る
か
ら
で
す
。
勿
論
、
各
国
が
高
齢
化

に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
る
の
が
最
大

の
要
因
で
す
け
れ
ど
、
多
く
の
国
で
患
者

の
若
年
化
が
進
ん
で
お
り
、
全
世
界
の
発

病
者
は
約
1
億
3
千
5
百
万
人
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
患
者
数
も
約
69
万

人
と
見
ら
れ
、
9
年
間
で
二
倍
以
上
に
増

え
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

病
状
は
「
萎
縮
型
」
と
滲
し
ん
し
ゅ
つ出
型

　

こ
の
病
気
は
老
化
に
よ
り
処
理
能
力
が

衰
え
て
、
黄
斑
部
に
老
廃
物
な
ど
が
沈
着

し
、
異
変
を
き
た
す
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
病
状
の
タ
イ
プ
は
、
欧
米
人
に
多

く
、
日
本
人
に
少
な
い
「
委
縮
型
」
と
、

そ
の
逆
で
あ
る
「
滲
出
型
」
の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。

　

元
々
は
、
眼
に
対
す
る
光
刺
激
に
弱
い

欧
米
人
に
多
い
病
気
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
高
齢
国
家
に
な

り
、
生
活
様
式
が
欧
米
化
し
た
ほ
か
、
テ

レ
ビ
に
加
え
パ
ソ
コ
ン
の
大
普
及
で
眼
に

光
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
発

病
者
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
委
縮
型
」
は
黄
斑
の
組
織
が
加
齢
に
つ

れ
て
委
縮
し
て
い
く
病
状
で
、
ゆ
っ
く
り

と
進
行
し
、
視
力
の
急
激
な
低
下
は
あ
り

ま
せ
ん
。
男
性
に
多
く
、
軽
い
段
階
で
留

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
効
果
的
な
治

療
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
滲
出
型
」
は
、
黄
斑
の
変
性
が
長
く
続

い
て
、
網
膜
の
す
ぐ
下
に
新
し
い
血
管
が

出
来
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

こ
の
血
管
は
非
常
に
も
ろ
く
、
そ
こ
か

ら
血
液
成
分
が
漏
れ
出
し
て
黄
斑
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
、
障
害
度
を
よ
り
強
め
ま
す
。

自
宅
で
の
チ
ェ
ッ
ク
法
と
予
防
法

　

以
前
は
治
療
法
の
な
い
難
し
い
病
気
で

し
た
が
、
近
年
は
早
め
に
発
見
す
れ
ば
医

学
の
進
歩
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可

能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
自

覚
症
状
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
が
周
知
さ

れ
、
患
者
側
の
ア
ピ
ー
ル
か
ら
治
療
法
が

進
歩
を
続
け
た
、
と
も
言
え
ま
す
。

　

自
覚
症
状
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
触
れ
て

「
加
齢
黄お
う
は
ん斑
変
性
」と
は

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
大
　
谷
　
克
　
弥

[

筆
者
紹
介]

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）　

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。
読
売
新

聞
社
出
身
で
、
在
職
中
に
長
期
連
載
「
医
療
ル
ネ

サ
ン
ス
」
を
創
設
。
現
在
は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、

講
演
活
動
な
ど
に
従
事
。

き
た
通
り
初
期
段
階
で
物
が
歪
ん
で
見
え

る
こ
と
。
こ
の
ほ
か
視
界
の
真
ん
中
が
グ

レ
ー
に
な
っ
て
か
す
む
症
状
も
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に

は
年
に
一
度
の
眼
科
検
診
が
お
勧
め
で
す

が
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
眼
科
で
の
視
力
検
査
で
使
う

ア
ム
ス
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
ご
存
じ
で
す
よ

ね
。
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
マ
ス
目
の
並
ん

だ
用
紙
で
す
。
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
で
も
入
手

で
き
ま
す
か
ら
、
三
か
月
に
一
回
を
目
安

に
挑
戦
し
た
い
で
す
ね
。
必
ず
片
目
ず
つ

用
紙
を
見
る
こ
と
が
、
歪
み
早
期
発
見
の

切
り
札
に
な
り
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
は
、
タ
バ
コ
は
厳

禁
で
す
。
食
事
で
は
黄
斑
部
の
色
素
に
含

ま
れ
る
ル
テ
イ
ン
や
ゼ
ア
キ
サ
ン
チ
ン
の

多
い
緑
黄
色
野
菜
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ

ボ
チ
ャ
、ニ
ン
ジ
ン
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
）

を
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
類
や

亜
鉛
の
サ
プ
リ
も
効
能
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
光
線
力
学
的
療
法
が
登
場
し
た

直
後
に
、「
眼
や
皮
膚
に
直
射
日
光
や
強
い

室
内
灯
が
当
た
る
と
火
傷
の
よ
う
な
症
状

が
出
ま
す
よ
」
と
厳
重
忠
告
が
出
た
そ
う

で
す
。
光
刺
激
の
歴
史
の
一
つ
で
す
。
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新しく会員になられた皆さんです。 — よろしくお願いします —
令和３年12月31日現在（順不同・敬称略）

支部名 法人名 代表者 所　在　地 電　話 業　　　種
北条第１ （株）古山装業 古 山　 茂 館山市北条1642 0470(23)8796 内装工事

中里（有） 中 里 浩 士 館山市北条1820 03(3562)7608 飲食業

あわなみ不動産（株） 藤 本 直 美 館山市北条1834－1 0470(29)3946 不動産

北条第2 （株）TRC 高 橋　 亮 館山市広瀬852－1 0470(28)4857 建設業

（合同）そうごう建設 加 戸 良 昌 館山市国分1225－7 0470（23）8531 土工

（株）SAITO 齋 藤 嘉 一 館山市国分1201－1 0470（24）8431 建設業（塗装）

（株）ワンズディー 石 井 唯 行 館山市国分911－1 0470(28)5820 不動産業

（株）協生 鳥 海 計 公 館山市竹原913 0470(20)3325 建設業

北条第3 （株）内藤農園 内 藤 鉄 也 館山市八幡291－15 0470(49)5732 農業

長須賀 （株）TRY 島 壽 一 成 館山市長須賀682－2 0470（28）4774 福祉事業

（合同）アルコ 沖　 浩 志 館山市大戸37 070(1410)8808 食肉加工処理

館山 （株）安房解体 鈴 木 繁 之 館山市館山41－6 0470（28）5205 建設業

（有）オオカ 山 﨑　 攻 館山市大賀456－1 0470（22）0740 コンビニエンスストア

（株）おんだら農園 田 中 早 苗 館山市波左間159 0470（29）1194 農業

館山市環境保全協業組合 川 名 庄 一 館山市西長田1163－5 0470(29)5441 環境保全協業組合

（株）シンセイ 田 澤 勝 信 館山市宮城259－6 0470(23)1833 建設業

那古船形三芳 高尾商会（合同） 高 尾 直 克 館山市船形1044 0470（27）2170 スポーツレジャー業

（株）石井塗装工業 石 井 智 将 南房総市海老敷259－3 0470（36）1155 塗装業

富浦 （株）ファームロッソ南房総 石 井 俊 輔 南房総市富浦町南無谷1963 050(3567)5516 農業

富山 （株）TFC 渡 邉 丈 宏 南房総市高崎1321 0470（29）7666 コンサルティング

（株）Re.Tsukul 福 原 巧 太 南房総市久枝307－8 0470(57)4070 建設業

勝山 （株）巧住建 中 村　 巧 鋸南町中佐久間2431 0470（55）8181 建設業

（株）三洋建協 三 瓶　 洋 鋸南町上佐久間478 080(1155)9112 建設業

保田 ASC（株） 笹 生　 彰 鋸南町吉浜399 0470（55）3102 建材販売

(株)バリューエージェント千葉南支店 矢 野 岳 彦 鋸南町大六203－1 0470（29）7475 保険代理店

千倉 （株）和楽 鈴 木 將 男 南房総市千倉町北朝夷2845－20 0470（29）7041 小売業

（一社）南千葉古民家再生協会 石 井 正 明 南房総市千倉町白子1672 0470(44)2090 古民家再生事業

海宙（株） 宇 畑 惠 子 南房総市千倉町平舘894 0470（29）5321 福祉

（株）Ỳ sエンジニアリング 吉 田 哲 也 南房総市千倉町大川449－1 090(2321)9445 サービス業

（株）房総美装 結 縄 翔 太 南房総市千倉町大川1101－2 0470(43)8091 塗装業

（合同）きびラボ 三 瓶 幸 雄 南房総市千倉町南朝夷1019 0470(29)3953 農業

丸山 （株）市原工務店 市 原 利 夫 南房総市沓見51 0470（46）4481 建築工事業

（株）JAS 寺 川 広 貴 南房総市白子2966－2 0470(29)5683 農業

（株）御子神農園 御子神  昭則 南房総市石堂18 0470(46)2119 農業

八代トータルサービス（株） 八 代 利 弘 南房総市珠師ケ谷519 0470(46)3691 サービス業

（宗）青龍寺 髙 木 快 道 南房総市岩糸1052 04(7096)0096 寺院

和田 （有）かわなストア　南三原店 川 名 浩 司 南房総市和田町海発1542 0470（47）3398 小売業

（株）佐野Japan 佐 野 修 一 南房総市和田町柴816－1 080(1138)0758 野菜・資材販売

（株）渡邉電気サービス 渡 邉 正 美 南房総市和田町海発1457－1 0470（47）4531 電気保安管理
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支部名 法人名 代表者 所　在　地 電　話 業　　　種
（株）羽山土建 羽 山 信 之 南房総市和田町上三原210 0470(29)5306 土建業

（株）南美舎 櫟原  八千代 南房総市和田町仁我浦243 0470(47)5085 物販・飲食業

江見 （宗）薬王院 髙 木 宥 道 鴨川市江見青木41 04（7096）0090 寺院

鴨川南 （株）NEAT 園 田 淳 二 鴨川市貝渚3272－2 04（7092）4778 製造業

鴨川中央 （株）祐建ライフ 野 村 勝 巳 鴨川市川代1557－3 04（7096）5551 介護・福祉

（株）ファームたけのうち 山 口 通 弘 鴨川市池田327－4 04（7093）0334 農業

（株）楽育・鴨川 永 井 貞 夫 鴨川市川代1173 04(7092)4936 農業

アルソアぼんどーる 大 森 優 江 鴨川市横渚1114 04(7096)6400 化粧品小売

鴨川北 （株）シールデレ シ ー ル デ レ レ ザ 鴨川市広場1969 080(5690)9226 飲食業

農事組合法人　大八営農組合 苅 込 公 夫 鴨川市八色785－2 04(7093)3604 農業

（合同）オーシャン 木 内 愛 美 鴨川市八色439－1 080(9386)0951 介護事業

（株）T＆Mプランテーション 鳥 丸 桃 枝 鴨川市広場795－1 04(7094)5797 サービス業

天津小湊 （株）浩工務店 髙 瀬 浩 明 鴨川市天津1064－1 090(4436)0929 建築業

（株）嘉法丸 寺 崎 嘉 大 鴨川市浜荻1592－1 04(7094)0075 漁業

大同生命保険（株）千葉支社木更津支店 松 井 孝 昭 木更津市大和2－1－2 0438（25）3510 生命保険業

髙山　昇税理士事務所 髙 山　 昇 東京都江東区亀戸1－8－4由田ビル３F 080(6799)6643 税理士

法人会の動き　令和４年１月以降の当面の事業・予定

月　日 事　　業　・　会　　議 会　　　場

1.13（木） 館山税務懇話会例会 夕日海岸昇鶴

1.13（木） 生活習慣病健康診断　1 日人間ドック 鴨川市文化体育館

1.14（金）
～15（土）

生活習慣病健康診断　1 日人間ドック 館山商工会館

1.27（木） 絵はがきコンクール審査会 法青会館

 　2.          4  （金） 県法連・事務局職員研修会 ポートプラザちば

  2.14（月） 県法連・厚生委員会 ポートプラザちば

2.15（火） 全法連・令和４年税制セミナー ハイアットリージェンシー東京

2.16（水）
e-Tax による確定申告の早期提出
館山税務懇話会（法人会会長ほか）

館山税務署

2.17（木） 県法連・事務局職員研修会 ポートプラザちば

2.24（木） 青連協　千葉サミット ポートプラザちば

 2.28（月） 県法連・税制委員会 ポートプラザちば

3.11（金） 県法連・事務局長会議 ポートプラザちば

3.16（水） 県法連・総務委員会 ポートプラザちば

3.18（金） 第４回理事会 夕日海岸昇鶴

3.25（金） 県法連・理事会 ポートプラザちば

　未定 （3月中） 県法連・女連協常任理事会

     4.14（木） 全法連・女性フォーラム「静岡大会」 ツインメッセ静岡

     4.22（金） 第１回理事会 館山シーサイドホテル

    6.            8  （水）  第 50 回定時総会 夕日海岸昇鶴

6.17（金） 県法連・総会・理事会・役員大会 三井ガーデンホテル千葉
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0470—22—1389
0470—23—3195

　2021 年のノーベル物理学賞を受賞した
真鍋淑郎（まなべ・しゅくろう）さん（90）。
今から 50 年以上前に「二酸化炭素が増え
れば地球の気温が上昇し、地球温暖化につ
ながる」ということを世界に先駆けて発表。
こうした成果がもとになり、地球温暖化や
気候変動の研究が進みました。50 年以上前
に地球温暖化を予測していた、また 90 才
での受賞は日本人最高齢は驚くばかり。で
も一番驚いたのは真鍋氏の衰えぬ「好奇心」
だろう。会員の皆様も「好奇心」を大いに
働かせ、新型コロナに負けないよう、よい
一年になるよう頑張りましょう。

編集後記

　

富
士
山
頂
か
ら
太
陽
が
昇
る
瞬
間
と
夕
日
が
沈
む
瞬
間
に
、
ま
る
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
輝
く
よ
う
な
光

景
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、こ
の
現
象
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
と
い
い
ま
す
。
館
山
の
場
合
は
北
条
海
岸
、

城
山
公
園
、
伊
戸
下
芝
の
３
か
所
で
夕
日
が
沈
む
瞬
間
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
ら
れ
る
ま
ち
館
山

【
表
紙
】

11月15日イオン館山�・�11月16日イオン鴨川で
税を考える週間行事として税の意義をピーアール
　国の財政と消費税の役割
　e-TAX、キャッシュレス納付
　消費税の軽減税率制度
　中学生による「税の作文」優秀作品の紹介
　中学生の税に関する標語優秀作品の紹介
　絵はがきコンクール、ティッシュ、マスクケースの配布
　館山税務署・法人会・青色申告会・間税会・納連が共同で実施

��税を考える週間で税務街頭広報

イオン鴨川イオン鴨川

イオン館山イオン館山

　館山法人会のホームページ (http://www.tateyama-houjinkai.or.jp/) から無料でセミナーがご覧
いただけます。忙しくてセミナーや研修会に参加できない方など最適で、映像と音声による本格的な

インターネットでセミナー受講

お問い合わせは法人会事務局まで。( 電話：0470-22-1389)

　

特
に
北
条
海
岸
に
面
す
る
館
山
湾
は
、
鏡
の
よ
う
に
波
静
か
な

と
こ
ろ
か
ら
別
名
「
鏡
ケ
浦
」
と
呼
ば
れ
、
空
気
の
澄
ん
だ
日
に

は
、
富
士
の
秀
峰
が
遠
望
で
き
「
関
東
の
冨
士
見
百
選
」
や
日
本

で
も
有
数
の
夕
日
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
「
日
本
の
夕
日
百
選
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
が
見
え
る
地
域
な
ら
、
ど
こ
か
ら
で
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

富
士
が
見
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
が
東

か
ら
西
の
方
向
に
見
え
る
場
所
で
、
気
象
条
件
が
よ
け
れ
ば
年
に

２
回
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

チ
ャ
ン
ス
は
毎
年
５
月
と
７
月
に
訪
れ
ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
狙
い
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
提
供
／
松
井
啓
悟
）

セミナーです。勉強会（社内研修）や経営者の自己研鑽などにご活用ください。
法人会会員の場合、会員専用ＩＤとパスワードを入れてログインすれば、
より多くのコンテンツが視聴できます。
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